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写真の掲載については確認済ですが、無断転載・転用は固くお断りします。
ユニバーサルデザインに配慮した書体・配色を使用しています。

　表紙に掲載の写真は、ご応募い
ただいた中から選ばれました。

（ご本人の希望により匿名）
　品川区議会では、引き続き品川
区議会だよりの表紙等に掲載する
写真を募集しています。
　詳しくは、16ページをご覧ください。



   

議案等審議
  令和７年第２回定例会   － －

会期15日間：令和7年6月26日～7月10日

今回審議した議案等は
 区長提出議案 …… 30件　請願・陳情…… 25件

計55件
※ 上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。

　

第１子の保育料を無償化します
第 78号議案　品川区保育の実施等に関する条例の一部を改正する条例
第 79号議案　品川区私立認定こども園、私立幼稚園および特定地域型保育事業の

利用者負担額に関する条例の一部を改正する条例

第1子 第2子以降

現状の区の制度 　 　

　区の制度
（令和７年９月以降） 保育料 無償

保育料 無償保育料 全額

物価高騰対策などのため、補正予算を可決しました
第71号議案　令和７年度品川区一般会計補正予算 

　区を取り巻く多様な課題に対して機動的に対応するため、補正予算が編成されました。
主な事業をご紹介します。

　 

 

病児・病後児保育事業を拡充します 【補正額】5,759万5千円

新規開設場所
①旗の台内科・救急クリニック（品川区旗の台 2－1－29）
②東京品川病院（品川区東大井 6－3－22）

スケジュール
・７月中旬：区民等への周知、工事開始
・10月：利用者の事前登録開始
・11月：運営開始
※予約システムは９月（新規開設施設は11月）に運用開始予定

　病児保育施設の地域偏在と施設数不足という課題解決に向
け、新たに２施設を開設します。また利用者の利便性向上のた
め、施設の開設時間外でもネット上で空き状況の確認や予約が
できるシステムを導入します。

省エネルギー対策・
業務改善設備更新費用を助成します

【補正額】2億8,726万4千円

　省エネルギー化や業務改善に資する設備への
更新を促進し、事業継続の下支えおよび区内経
済の活性化を図ります。

助成金額
・上限80万円（助成率：対象経費の４/５）

対象者
・区内中小企業、個人事業主（全業種）

申請期間
・令和７年９月１日から12月26日まで（予定）

申請方法
・品川区電子申請サービスによるオンライン申

請を原則とし、書類申請も可とする

※対象経費や対象設備など、詳細は区ホームページ
　などでご確認ください。

介護報酬の減額分に対し、
給付を実施します 【補正額】3,930万円

　令和６年４月の介護報酬改定で、訪問介護
サービス事業所へ支払われる介護報酬は減額
となりました。次回の介護報酬の改定がある
までの間、事業所の運営を支援し、ひいては
区民が在宅での生活を安心して継続できるよ
う、給付を実施します。

対象
・区内訪問介護サービス事業所

給付額
・東京都国民健康保険団体連合会の審査を経て

決定された、訪問介護の介護報酬の2.5％分

給付要件
・本事業への申請時点で廃止をしていない事

業所で、令和７年４月以降サービス提供分
を対象とする。ただし、同一建物減算を算
定している場合は対象外。

●病児保育施設（既存）
●病児保育施設（新規開設）
●旗の台内科・救急クリニック
●東京品川病院　●太陽の子南品川

  （当初予算で開設）
●病後児保育施設（既存）

2
1

1
2

　認可保育園、認定こども園、地域型保育事業に在園している０～２歳児クラスの第１子の月額
保育料を９月から無償とします。

従来の延長保育料の規定と大きな変更はない。A
委員会での質問

Q 延長保育料の変更有無に
ついて

今回の２施設を追加することにより、需要は満
たされ、地域偏在についても一定程度是正され
る想定である。

A
委員会での質問

Q 病児保育の需給状況に
ついて
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議案の議決結果議案の議決結果議案
番号

自 民
⑻

未 来
⑺

公 明
⑺

共 産
⑷

維 新
⑵

無所属議員
（50音順）

⑴⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴
※1

※1

※1

※1

意見の分かれた議案

82 品川区乳児等通園支援事業の設備
および運営の基準に関する条例

○…賛成　×…反対　（数字）は所属議員数  無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。
※1…自民のうち１名は議長の職務を行ったため、議決には加わりませんでした。

各議員の賛否はこち
らの QR コードから
ご覧になれます→

 

● 会派名は次の略語で記載しています。
　 自　民……品川区議会自民党・無所属の会　　　未　来……しながわ未来　　　　　　　　公　明……品川区議会公明党
　 共　産……日本共産党品川区議団　　　　　　 維　新……品川区議会日本維新の会

 

 

議員在職
20年表彰

議長在職
４年表彰

※新妻　さえ子　議員、吉田　ゆみこ　議員は、議員在職10年表彰を辞退しました。

議員在職
10年表彰

のだて　稔史 議員 高橋　伸明 議員 横山　由香理 議員 

全国市議会議長会から表彰されました 永年にわたり議会活動に貢献し、地方自治の進展に努めた功績に
対し、全国市議会議長会から表彰を受けました。

議案番号 件　　　名
全会一致で可決した議案

71 令和７年度品川区一般会計補正予算

72 品川区特別区税条例の一部を改正する条例

73 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

74 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

75 品川区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

76 品川区給付型大学奨学金条例

77 品川区給付型大学奨学金運営委員会条例

78 品川区保育の実施等に関する条例の一部を改正する条例

 品川区私立認定こども園、私立幼稚園および特定地域型保育事業の利用者負担額に関する条例の一部を
改正する条例

80 品川区家庭的保育事業等の設備および運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

81 品川区児童福祉施設の設備および運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

83 品川区指定障害児通所支援の事業等の人員、設備および運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例

84 品川区災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

85 学校教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

86 学校教育職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例

87 幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

88 荏原平塚総合区民会館ひらつかホール照明・音響設備更新その他電気設備工事請負契約

89 中原保育園および中原児童センター改築機械設備工事請負契約の変更について

90 五反田文化センター他４施設空調設備改修工事請負契約

93 子どもの森公園改修工事請負契約

94 第二戸越幹線整備工事（北品川特殊人孔等整備）請負契約の変更について

95 専決処分の承認を求めることについて

96 児童用ロッカー他の買入れについて

98 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（谷口　孝彦　氏）

99 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（江口　千枝　氏）

100 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（本多　邦美　氏）

　区議会ホームページ上の
アイコン（右記）をクリッ
クして出てくるリストから
言語を選択することで、表
示する言語を変更すること
ができます。

区議会ホームページの多言語翻訳機能について

（１）自動翻訳 （２）手動翻訳

▲

　区議会ホームページでは、100以上の言語に対応可能な多言語翻訳機能の運用を令和５年４月から開始しました。
　主な機能は以下のとおりです。

　区議会ホームページの
言 語 は 、 利 用 者 の 端 末
（スマートフォン等）の
言語設定に応じて自動翻
訳されます。

この多言語翻訳機能の
アイコンをクリックす
ると右のリストが出て
きます
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請願・陳情の審査結果

請願・陳情についての議事内容等が掲載
された各付託委員会の会議録は、こちら
のＱＲコードからご覧になれます→

択採　　 ：区議会として、ご希望に賛同します。

継続審査 ：区議会として、引き続き慎重に審査します。
（※は7月10日の本会議最終日に付託されました）

趣旨採択 ：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。
不 採 択 ：区議会として、ご希望に賛同しかねます。　　　　　

1. 園児保護者補助金・入園料補助金の更なる増額の要請
　園児保護者補助金および入園料補助金は、保護者の負担軽減、公私格差の是正のため、 設けられた制度であり、
社会状況を鑑みながら、補助金制度の内容充実に向けて努力してまいりました。
　こうした制度の趣旨およびいただきましたご要望を踏まえ、園児保護者補助金につきまして、令和７年度予
算において従来設けていた所得制限を撤廃し、助成額を引き上げるとともに、施設維持管理費等の納付金も助
成対象に拡大することといたしました。
　今後も様々な支援を通じて、幼児教育の充実に向けて取組んでまいります。

2. 私立振興助成金・保護者教職員連合会への助成を含めた増額の要請
　幼児教育の振興等を図ることを目的とした私立幼稚園への直接助成金は、区の財政状況を勘案しながら、実
態に沿うよう制度の見直しに努めてまいりました。
　区ではこれまで、振興費補助金のほか、園児健康診断費用、心身障害児教育事業費、教職員の健康診断受診
費およびインフルエンザ予防接種費等につきまして、それぞれ補助を行ってまいりました。
　こうした取組みに加え、 令和７年度予算においては、各園における熱中症予防・安全対策に要する経費を新
たに計上することとしたほか、いただきましたご要望を踏まえ、私立幼稚園における地域の子育て支援および
未就園児の定期預かりにつきましても、引き続き、事業実施に必要な経費を計上することといたしました。
　また、私立幼稚園教諭等の負担軽減を図るため、その新規採用に係る経費の一部を補助するため、 令和７年
度予算において所要額を計上することといたしました。 加えて、私学助成園から新制度幼稚園への移行や、保
育士の配置基準等、国が定める基準を満たす預かり保育事業の実施施設における幼稚園型一時預かり事業への
移行につきまして、一層の支援に取り組んでまいります。
　次に、保護者教職員連合会への助成ですが、区は私立幼稚園協会に対し、例年550万円の補助を実施しており、
その一部が、保護者教職員連合会が実施する研修や講演会等の実施に必要な会場費や講演料などの経費に充て
られています。
　令和７年度においては、子育て支援や特別支援教育等、 昨今の幼児教育活動に求められる社会的な役割およ
び機能が多様化していることを踏まえ、幼児教育の振興に寄与する連合会および協会の取組みに対する支援を
一層強化するため、当該補助を拡充し、予算計上することといたしました。
　今後も、 私立幼稚園の状況や、園の運営に必要とされる経費等を見極めながら、必要な支援を継続してまい
ります。

品川区私立幼稚園保護者負担教育費の軽減に関する請願

採択した請願に対する区の対応について

継続審査※

継続審査※

継続審査※

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結果
付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結果

厚生委員会

文教委員会

令和7年
陳情第24号

令和7年
請願第８号

令和5年
陳情第31号

令和7年
請願第10号

令和7年
陳情第28号

令和7年
請願第11号

令和7年
陳情第16号

令和7年
陳情第21号

令和7年
陳情第26号

令和6年
請願第14号

令和7年
請願第7号

令和7年
請願第2号

令和7年
請願第9号

令和5年
陳情第20号

令和5年
陳情第29号

不採択

継続審査

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

令和5年
陳情第43号

令和7年
陳情第17号

令和7年
陳情第22号

令和7年
陳情第23号

令和7年
陳情第20号

令和7年
陳情第27号

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

不採択

不採択

不採択

不採択

令和5年
陳情第34号

国に対し適格請求書等保存方式(インボイス制度)の廃止を求める意見書の提出につ
いての請願

「品川に城南空襲の碑を」の陳情

行政が運営主体となる新規火葬場建設を求める陳情

シナモロール以外のキャラクターも品川区で採用する陳情

大井・西大井地区に地域包括支援センターの設置と特別養護老人ホームの増設を
求める請願

国に対して、国が引き下げた訪問介護事業者への区の減収補填分を区に補填すること
と、訪問介護事業者の訪問介護基本報酬引き上げを求める意見書提出を求める請願

障害者グループホームの公平公正な入居選考を区に求める陳情

18歳の壁をなくすために心身障害者福祉会館等の施設整備を求める陳情

重度障害者を受け入れて経営が立ち行かなくなったGHはありません　厚生委員会
等において事実に基づく答弁をするよう区に求める陳情

国に羽田新ルートに関する住民説明会を開催するよう求める請願

羽田新経路の実状について国に住民説明会の開催を求める請願

戸越公園駅北地区再開発計画の見直しを求める請願

本掘進に入る前の今こそリニア新幹線の中止を決断するようＪＲ東海に求める請願

羽田新ルート飛行航路の即刻中止を求める陳情

羽田新ルート反対に関する陳情

森澤恭子区長が羽田空港機能強化による都心飛行ルートについて、「固定回避を
国に要請」としたことの撤回を求める陳情

羽田新ルート飛行航路の固定化回避の検討状況を区民に説明するよう国交省に求
める陳情

小山三丁目第一地区市街地再開発準備組合　令和６年度第一回臨時総会検証を求
める陳情

都市再開発法案国会決議無視、不同意地権者排除非通知の小山三丁目第一地区準備
組合令和７年度第一回臨時総会開催無効、再開発本組合設立申請無効に関する陳情

小山３丁目再開発の中止を求める陳情

「税負担化」を「無償化」とミスリードする公立学校の制服無償化事業の廃止及
び、住民税の減税を求める陳情

未就学児のいじめ対応に関する陳情

議会運営
委員会

令和6年
陳情第38号

令和6年
陳情第46号

令和7年
陳情第25号

継続審査

継続審査

不採択

オンラインでの陳情・請願の受付に関する陳情

議会改革提案取り下げを要求する陳情

区議会だよりの「請願・陳情の審査結果」を精密にする事を要望する陳情
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Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
住
民
相

談
対
応
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
定
型
業
務
の

自
動
化
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

検
討
等
の
具
体
的
な
事
例
と
効
果
は
。

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
障
害
者
支
援
に
関
す

る
情
報
提
供
等
を
24
時
間
行
っ
て
い
る
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
申
請
デ
ー
タ
の
転
記
作
業

等
で
進
め
て
お
り
、
作
業
時
間
の
削
減

等
の
面
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

町
会
・
自
治
会
の
持
続
可
能
な
活
動
の

た
め
に
は
、
若
年
層
等
の
積
極
的
な
参

画
が
不
可
欠
だ
。
若
年
層
等
が
地
域
活

動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
検
討
し
て
い
る
取
組
は
。

児
童
参
加
地
域
事
業
補
助
金
に
よ
り
、

町
会
・
自
治
会
事
業
へ
若
年
層
等
の
参

加
を
促
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
若
年
層

等
の
参
加
し
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
等
は
、

好
事
例
集
の
作
成
を
通
じ
町
会
・
自
治

会
活
動
の
横
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

ロ
ー
プ
設
置
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
、
区
内
の
公
園
に
お
い
て
高
齢
ペ

ッ
ト
も
飼
い
主
の
方
も
利
用
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

公
園
の
利
用
状
況
を
注
視
し
、
状
況
を

見
極
め
て
い
く
。

避
難
所
で
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
る
際
の

飼
い
主
に
対
す
る
具
体
的
な
ル
ー
ル
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
か
。

し
な
が
わ
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、

名
札
等
の
着
用
、
予
防
接
種
等
の
実
施
、

ケ
ー
ジ
等
の
必
要
な
も
の
は
全
て
持
参

す
る
こ
と
な
ど
、
同
行
避
難
す
る
際
の

注
意
事
項
を
具
体
的
に
明
記
し
て
い
る
。

地
域
住
民
が
伝
統
行
事
に
参
加
し
、
そ

の
価
値
を
再
認
識
で
き
る
よ
う
な
機
会

を
増
や
す
た
め
の
具
体
的
な
施
策
は
。

地
域
団
体
と
協
力
し
て
、
喜
多
能
楽
堂

と
の
共
催
事
業
な
ど
伝
統
芸
能
に
触
れ

る
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
る
。

地
域
福
祉
の
持
続
可
能
性
と
Ｄ
Ｘ
推
進

に
つ
い
て

町
会
・
自
治
会
の
現
状
と
高
齢
化
の
課

題
認
識
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
高
齢
化
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の

推
進
に
つ
い
て

伝
統
文
化
継
承
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

松
永　
よ
し
ひ
ろ　
議
員

（
未　
来
）

一般質問

7

一般質問とは議員が区の行政全般にわたり、
区長をはじめとする執行機関に対して行う質問です。各定例会で行われます。

以下、概要をお知らせします。
令和７年第２回定例会では、区政全般について、10 名の議員が一般質問を行いました。

区政をきく（一般質問）

一般質問

会派名は次の略語で記載しています。
 

 
 

６
月
26
日（
木
）

石　

田　

秀　

男　

議
員
（
自　

民
）

松
永　

よ
し
ひ
ろ　

議
員
（
未　

来
）

あ
く
つ　

広　

王　

議
員
（
公　

明
）

の
だ
て　

稔　

史　

議
員
（
共　

産
）

横　

山　

由
香
理　

議
員
（
無
所
属
）

6
月
27
日（
金
）

筒
井　

よ
う
す
け　

議
員
（
未　

来
）

塚
本　

よ
し
ひ
ろ　

議
員
（
公　

明
）

吉　

田　

ゆ
み
こ　

議
員
（
無
所
属
）

ま
つ
ざ
わ　

和
昌　

議
員
（
自　

民
）

西　

本　

た
か
子　

議
員
（
無
所
属
）

自　民……品川区議会自民党・無所属の会　　未　来……しながわ未来
公　明……品川区議会公明党　　　　　　　　共　産……日本共産党品川区議団
維　新……品川区議会日本維新の会
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ア
イ
ル
し
な
が
わ
の
検
討
は
、
天
王
洲

地
区
の
発
展
、
活
性
化
を
考
え
る
上
で

非
常
に
重
要
だ
。
令
和
８
年
度
ま
で
の

暫
定
活
用
と
い
う
位
置
づ
け
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

暫
定
活
用
を
一
定
期
間
延
長
す
る
方
向

で
、
空
調
等
の
必
要
な
工
事
の
精
査
や

施
設
の
位
置
づ
け
、
運
用
方
法
等
の
課

題
の
整
理
を
進
め
て
い
る
。

高
齢
者
が
本
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
悪
用

し
た
詐
欺
に
遭
わ
ず
に
、
安
心
し
て
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
が

重
要
と
考
え
る
が
、
区
の
考
え
は
。

昨
今
の
事
件
報
道
等
を
踏
ま
え
、
ご
不

安
な
方
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
の
対
応

も
行
う
な
ど
十
分
に
配
慮
し
、
事
業
が

安
全
に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

５
歳
児
健
診
の
実
施
に
関
し
て
、
保
護

者
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
、
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
開
始
時
期
に
合
わ
せ

て
保
護
者
向
け
相
談
会
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

子
ど
も
の
育
ち
や
就
学
に
関
す
る
不
安

を
抱
え
る
保
護
者
を
対
象
と
し
て
、
学

校
心
理
士
に
よ
る
相
談
会
を
実
施
す
る
。

災
害
時
の
生
活
用
水
確
保
の
た
め
に
新

た
に
井
戸
を
設
置
す
る
場
合
、
条
件
に

よ
っ
て
は
数
百
万
単
位
で
費
用
が
か
か

り
、
町
会
で
は
負
担
で
き
な
い
と
い
う

現
実
が
あ
る
。
令
和
８
年
度
、
町
会
等

が
新
た
に
井
戸
を
設
置
す
る
場
合
の
補

助
金
の
予
算
を
計
上
す
る
べ
き
で
は
。

国
の
動
向
を
注
視
し
、
他
区
の
先
進
事

例
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

区
民
委
員
会
で
、
今
後
の
な
ぎ
さ
会
館

の
在
り
方
検
討
を
進
め
て
い
く
と
の
報

告
が
あ
っ
た
が
、
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

地
域
の
声
や
葬
儀
事
業
者
な
ど
の
意
見

を
踏
ま
え
、
今
年
の
秋
頃
ま
で
に
廃
止

と
す
る
か
ど
う
か
の
結
論
を
出
す
予
定

で
検
討
し
て
い
る
。

天
王
洲
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
熱
中
症
見
守
り
宅
配
事
業

５
歳
児
健
診

災
害
対
策
用
井
戸

な
ぎ
さ
会
館
と
そ
の
周
辺
地
区

石　
田　
秀　
男　
議
員

（
自　
民
）

一般質問

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
保
養
所

・
庁
舎
跡
地
の
活
用

 
 

　

　
　
　
　
　
　

　

一 般 質 問

公
明
党
が
区
長
へ
の
緊
急
要
望
や
代
表

質
問
で
要
望
し
た
物
価
高
騰
対
策
等
の

補
正
予
算
へ
の
具
体
的
な
反
映
を
問
う
。

区
内
共
通
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率

25
％
へ
の
引
き
上
げ
と
過
去
最
大
の
発

行
総
額
15
億
円
、
飲
料
配
布
に
よ
る
高

齢
者
熱
中
症
見
守
り
宅
配
事
業
、
区
内

事
業
者
へ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
・
設
備

更
新
助
成
金
、
訪
問
介
護
の
報
酬
減
額

分
へ
の
給
付
を
補
正
予
算
へ
計
上
し
た
。

（
仮
称
）
し
な
が
わ
防
災
区
民
憲
章
の

早
期
制
定
を
強
く
求
め
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
と
な
る
来
年

３
月
11
日
を
機
に
制
定
す
べ
く
、
具
体

的
な
取
組
を
始
動
さ
せ
て
い
く
。

災
害
時
ト
イ
レ
確
保
・
管
理
計
画
の
策

定
か
ら
判
明
し
た
課
題
の
解
決
と
ト
イ

レ
ト
ラ
ッ
ク
の
運
営
改
善
を
求
め
る
。

ト
イ
レ
の
不
足
分
の
速
や
か
な
整
備
や

空
白
エ
リ
ア
の
解
消
に
取
り
組
み
、
ま

た
誰
も
が
使
い
や
す
い
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ

ク
の
円
滑
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

既
存
施
設
で
の
障
が
い
児
用
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
利
用
枠
の
新
設
を
求
め
る
。

受
入
れ
拡
大
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

新
庁
舎
等
で
の
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用

し
た
就
労
支
援
の
導
入
を
求
め
る
。

事
業
者
と
意
見
交
換
し
て
お
り
、
今
後

の
活
用
に
向
け
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。

社
会
に
出
て
も
学
び
続
け
ら
れ
る
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
環
境
整
備
を
求
め
る
。

新
た
な
就
労
形
態
に
つ
い
て
事
業
ス
キ

ー
ム
や
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

連
携
都
市
と
品
川
区
の
町
会
・
自
治

会
・
商
店
街
等
の
地
域
の
担
い
手
同
士

が
顔
の
見
え
る
都
市
間
交
流
を
進
め
、

長
野
県
飯
田
市
で
の
宿
泊
割
引
や
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
研
修
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実

施
、
疎
開
保
険
の
積
極
的
な
協
議
、
包

括
的
な
連
携
協
定
の
締
結
を
求
め
る
。

宿
泊
助
成
や
バ
ス
ツ
ア
ー
実
施
、
疎
開

保
険
制
度
の
ス
キ
ー
ム
構
築
、
包
括
的

な
連
携
協
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
か
ら
区
民
生
活
を
守
る
支
援

策
に
つ
い
て

命
と
尊
厳
を
守
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

障
が
い
者
の
未
来
を
拓
く
選
択
肢
の
拡

充
に
つ
い
て

自
治
体
間
の
更
な
る
連
携
と
交
流
の
深

化
に
つ
い
て

あ
く
つ　
広　
王　
議
員

（
公　
明
）

一般質問

8
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一 般 質 問

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
が
る
施
策

を
ど
う
区
民
に
ご
理
解
い
た
だ
く
か
。

動
画
配
信
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
な
ど
も
含
め
、

効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

職
員
に
こ
そ
、
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
を
実
際

に
手
に
と
り
使
用
し
、
メ
リ
ッ
ト
や
意

義
を
広
め
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

理
解
を
深
め
る
研
修
や
様
々
な
機
会
の

中
で
、
実
際
に
見
た
り
触
れ
た
り
す
る

実
体
験
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

区
長
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
職
員

研
修
に
お
い
て
も
Ｅ
Ｑ
の
強
化
を
図
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。

相
手
の
立
場
に
た
っ
て
職
務
に
当
た
っ

て
ほ
し
い
と
職
員
に
伝
え
続
け
て
お
り
、

今
後
も
充
実
を
図
る
。

お
も
て
な
し
職
員
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

よ
う
な
研
修
を
実
施
し
て
は
い
か
が
か
。

人
へ
寄
り
添
う
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で

い
て
ほ
し
い
と
強
く
願
う
。

日
々
の
業
務
を
通
し
区
民
に
寄
り
添
っ

た
対
応
が
で
き
る
人
材
育
成
を
進
め
る
。

児
童
相
談
所
と
一
時
保
護
所
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
を
。

児
童
相
談
所
は
、
経
験
者
が
中
心
と
な

り
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
し
つ
つ
組
織
的
に
対
応
。

一
時
保
護
所
は
関
係
機
関
等
と
連
携
し

て
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
し
て
い
る
。

困
難
を
抱
え
た
区
民
に
寄
り
添
う
観
点

で
、
引
き
続
き
相
談
支
援
に
当
た
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
要
望
す
る
。

柔
軟
に
対
応
し
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
最
適
な
支

援
を
提
供
、
相
談
者
の
立
場
に
立
っ
た

丁
寧
な
対
応
を
徹
底
す
る
。

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
担
っ
て

き
た
武
蔵
小
山
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

今
後
期
待
さ
れ
る
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、
女
性
起

業
家
以
外
の
方
の
関
心
や
参
加
意
欲
を

高
め
、
意
識
変
容
も
促
す
講
座
も
段
階

的
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク

の
認
知
度
向
上
に
つ
い
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
人
に
寄

り
添
う
区
政
に
つ
い
て

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
・
家
庭

へ
の
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

区
内
経
済
の
活
性
化
と
危
機
管
理
に
つ

い
て

横
　
山
　
由
香
理
　
議
員

（
無
所
属
）

一般質問

戸
越
五
丁
目
19
番
地
区
の
前
を
高
齢
者

が
安
心
し
て
歩
け
る
よ
う
強
風
対
策
を

　

　

　
　
　
　
　
　
一 般 質 問

物
価
高
対
策
と
し
て
消
費
税
減
税
を
地

方
自
治
体
か
ら
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

消
費
税
は
、
国
税
制
度
に
関
わ
る
事
項

で
あ
り
、
国
政
に
お
い
て
議
論
す
べ
き
。

低
所
得
者
等
に
対
し
て
、
省
エ
ネ
エ
ア

コ
ン
を
自
己
負
担
な
く
購
入
・
設
置
で

き
る
よ
う
助
成
等
を
求
め
る
。

入
居
促
進
事
業
に
よ
り
、
低
所
得
者
等

が
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
場
合
、

今
年
度
よ
り
貸
主
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費

用
の
一
部
を
協
力
金
に
加
算
す
る
形
で

補
助
を
開
始
す
る
予
定
。

行
う
こ
と
を
事
業
者
に
求
め
る
べ
き
。

今
後
、
風
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
専

門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
、

結
果
を
踏
ま
え
対
策
を
検
討
予
定
と
聞

い
て
い
る
。
区
は
、
再
開
発
組
合
に
対

し
必
要
な
指
導
・
助
言
を
行
う
。

超
高
層
再
開
発
で

CO₂
が
増
加
す
る
の
で

は
。

遮
熱
・
断
熱
性
能
向
上
等
、
排
出
量
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

区
民
の
命
を
守
る
た
め
危
険
性
高
ま
る

羽
田
新
ル
ー
ト
は
撤
回
を
求
め
る
べ
き
。

今
後
も
、
区
民
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

具
体
的
な
方
策
の
提
示
と
そ
の
実
施
が

早
期
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
国

に
対
し
強
く
求
め
て
い
く
。

平
和
首
長
会
議
は
、
今
年
１
月
の
総
会

で
、
政
府
に
一
刻
も
早
く
核
兵
器
禁
止

条
約
に
署
名
・
批
准
す
る
よ
う
要
請
す

る
要
請
文
を
採
択
。
区
は
同
じ
立
場
か
。

要
請
文
は
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
お
り
、

区
も
同
様
の
立
場
に
あ
る
と
考
え
る
。

深
刻
な
物
価
高
騰
か
ら
区
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
消
費
税
５
％
減
税

と
区
が
で
き
る
緊
急
対
策
を

29
号
線
道
路
と
戸
越
公
園
駅
北
地
区
再

開
発
は
中
止
し
、
住
民
参
加
で
緑
と
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

「
片
側
エ
ン
ジ
ン
停
止
の
機
体
が
緊
急

着
陸
」「
軍
用
ヘ
リ
と
衝
突
の
リ
ス
ク
」

危
険
性
高
ま
る
羽
田
新
ル
ー
ト
は
撤
回

を戦
後
80
年
、
非
核
平
和
都
市
品
川
宣
言

か
ら
40
年　
品
川
か
ら
核
兵
器
廃
絶
と

恒
久
平
和
の
発
信
を

の
だ
て
　
稔
　
史
　
議
員

（
共
　
産
）

一般質問

　

　

　
　
　
　
　
　
一 般 質 問

物
価
高
騰
の
一
方
、
給
与
は
上
が
ら
な

い
状
況
で
税
と
社
会
保
険
料
の
負
担
が

増
え
て
い
る
区
民
の
支
援
策
と
し
て
は
、

特
定
の
世
代
や
属
性
の
み
に
限
っ
た
支

援
で
は
な
く
、
広
く
区
民
が
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
一
律
公
正
公
平
な
支
援
と
し

て
特
別
区
民
税
の
減
税
を
行
う
べ
き
。

区
の
財
源
の
根
幹
を
な
す
特
別
区
民
税

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、
区
政
運
営

に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
流
出
額
は
令
和
７
年
度

で
約
59
億
６
千
万
円
で
あ
り
、
財
源
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

区
民
か
ら
頂
い
た
税
金
の
使
い
方
や
事

業
の
見
直
し
、
改
善
等
の
区
の
言
う
判

断
基
準
で
あ
る
「
真
に
必
要
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
」
と
は
一
体
何
な
の
か
。

人
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
上
で

不
可
欠
な
生
活
の
基
礎
と
な
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
誰
も
が
必
要
と
し
、

共
通
に
使
う
日
常
生
活
を
支
え
る
基
礎

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
が

「
真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
に
な
る
。

成
長
戦
略
と
し
て
進
め
る
べ
き
都
市
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
品
川
区
に

住
む
価
値
が
高
ま
る
こ
と
を
区
民
に
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
。
区
と
し

て
区
民
の
共
感
を
得
る
た
め
の
今
後
の

具
体
的
な
浸
透
策
や
取
組
は
。

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
た

周
知
に
加
え
、
グ
ッ
ズ
の
作
成
や
各
種

事
業
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

利
用
を
進
め
、
区
民
や
団
体
等
に
も
積

極
的
に
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
区
内

全
体
に
お
け
る
浸
透
を
図
る
。

「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
線
新
駅
可
能
性

地
域
ま
ち
づ
く
り
検
討
」
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
展
開
は
。

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
線
沿
線
の
土
地
利

用
の
動
向
な
ど
に
注
視
し
な
が
ら
、
臨

海
部
の
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
や
方
向

性
を
検
討
す
る
中
で
、
新
駅
設
置
の
可

能
性
も
含
め
て
関
係
機
関
と
協
議
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

区
民
の
手
取
り
を
増
や
す
減
税
を

「
真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
と
は

「
品
川
区
ブ
ラ
ン
ド
」
の
強
化
を

新
駅
の
可
能
性
に
つ
い
て

筒
井
　
よ
う
す
け
　
議
員

（
未
　
来
）

一般質問

 
 

　

　
　
　
　
　
　

　

一 般 質 問

東
京
都
病
児
保
育
推
進
事
業
の
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
活
用
に
よ
る
病
児
保
育
の
検

証
事
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

突
発
的
な
病
気
等
で
預
け
入
れ
が
難
し

い
未
就
学
児
を
対
象
に
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
利
用
料
を
助
成
す
る
も
の
だ
。

と
り
わ
け
10
代
、
20
代
の
若
者
の
メ
ン

タ
ル
不
調
が
増
え
て
い
る
と
見
聞
き
す

る
こ
と
が
多
く
あ
る
。
例
え
ば
若
者
に

リ
ー
チ
し
や
す
い
カ
フ
ェ
的
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
用
い
て
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
は

じ
め
若
者
の
様
々
な
相
談
支
援
に
つ
な

が
る
場
を
つ
く
っ
て
は
い
か
が
か
。

若
者
へ
の
場
と
し
て
「
し
な
わ
か
カ
フ

ェ
」
や
「
し
な
が
わ
ケ
ア
ラ
ー
ズ
喫
茶
」

等
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
と
相
互
連
携

に
よ
り
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
お
よ
び
孤
独
・

孤
立
対
策
を
進
め
て
い
く
。

説
明
会
や
相
談
先
の
周
知
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ
未
対
応
店
舗
が
不
安
な
く
導
入
で

き
る
支
援
策
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
商
品
券

を
利
用
し
た
い
区
民
と
店
舗
が
漏
れ
な

く
利
用
で
き
る
対
応
を
求
め
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
周
知
を
は
じ

め
、
地
域
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
中
小
企
業

セ
ン
タ
ー
等
を
会
場
と
し
た
相
談
会
の

開
催
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
協

力
を
得
て
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ
リ
に

関
す
る
相
談
対
応
等
を
行
っ
て
い
く
。

加
え
て
区
内
店
舗
の
経
営
者
等
に
対
し

て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
の

個
別
相
談
も
実
施
予
定
だ
。

小
山
台
住
宅
等
障
害
者
施
設
に
お
い
て
、

強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
障
が
い
者
の

さ
ら
な
る
受
入
れ
が
可
能
と
な
る
施
設

の
し
つ
ら
え
や
体
制
整
備
を
。

強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
方
の
受
入
れ

を
前
提
と
し
た
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

品
川
区
の
目
黒
川
北
側
エ
リ
ア
に
お
け

る
下
水
道
管
再
構
築
の
進
捗
状
況
は
。

約
300
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
第
一
期
再
構
築
エ

リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
区
と
東

京
都
が
令
和
６
年
度
末
時
点
で
合
計
約

150
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

子
ど
も
・
若
者
施
策
に
つ
い
て

行
政
の
更
な
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
つ
い

て障
が
い
者
の
施
設
利
用
に
つ
い
て

下
水
道
・
井
戸
・
ビ
ル
ピ
ッ
ト
汚
泥
の

施
策
に
つ
い
て

塚
本
　
よ
し
ひ
ろ
　
議
員

（
公
　
明
）

一般質問



　令和７年４月23日、第32回議員研修会を開
催しました。
　「ハラスメントとはなんぞや」と題してトレ
リーガル行政書士事務所　行政書士の祐川葉氏
にご講演いただきました。

令和７年８月１日、第33回議員研修会を開催
しました。
　「品川区との今後の連携充実に向けて」と題
して福井県　坂井市長の池田禎孝氏にご講演い
ただきました。
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一 般 質 問

犯
罪
被
害
者
に
寄
り
添
う
支
援
体
制
の

構
築
を
す
る
必
要
性
が
、
喫
緊
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
総
合
支
援
窓
口
設
置
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
は
。

庁
内
連
携
を
強
化
し
、
新
た
に
総
合
支

援
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

特
に
Ｄ
Ｖ
被
害
等
を
受
け
た
方
に
と
っ

て
命
綱
と
な
る
、
区
独
自
の
助
成
制
度

や
貸
付
制
度
等
の
創
設
を
検
討
す
べ
き
。

区
独
自
の
助
成
等
の
仕
組
み
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
都
や
他
区
の

取
組
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

50
歳
以
上
の
単
身
世
帯
は
約
３
万
人
に

も
上
り
、
健
康
不
安
等
の
課
題
が
あ
る
。

民
間
と
連
携
し
た
社
会
参
加
の
場
を
設

け
る
施
策
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
よ
り
、

「
夜
の
よ
り
み
ち
」
を
一
例
と
す
る
場

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
見
守
り
活
動
の
対
象
に
、
高
齢

者
だ
け
で
は
な
く
中
高
年
の
単
身
者
も

含
め
る
よ
う
な
体
制
整
備
が
必
要
で
は
。

挨
拶
な
ど
の
緩
や
か
な
つ
な
が
り
か
ら

始
め
、
地
域
で
助
け
合
う
関
係
性
を
築

く
こ
と
が
重
要
だ
。
今
後
も
地
域
づ
く

り
お
よ
び
参
加
支
援
の
強
化
を
図
る
。

屋
外
プ
ー
ル
に
お
い
て
は
屋
根
が
つ
い

て
い
な
い
学
校
が
多
く
見
ら
れ
る
。
室

内
型
・
全
天
候
型
の
水
泳
授
業
施
設
を

拠
点
的
に
整
備
す
る
中
長
期
の
計
画
を
。

学
校
敷
地
内
で
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、
施
設
整
備
に
係
る
課
題
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

坂
井
市
の
視
察
で
出
会
っ
た
日
本
一
短

い
手
紙
は
、
書
き
手
の
心
を
深
く
映
し

出
し
、
読
む
人
の
心
に
も
強
く
届
く
。

坂
井
市
と
の
交
流
を
含
め
た
、
日
本
一

短
い
手
紙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
導
入
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
の
提
案
は
児
童
・
生
徒
の
言
語
能

力
の
向
上
の
ほ
か
、
文
化
や
社
会
へ
の

関
心
な
ど
の
育
成
を
図
る
取
組
の
１
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

犯
罪
被
害
者
支
援
と
再
犯
防
止
に
つ
い

てミ
ド
ル
シ
ニ
ア
支
援
に
つ
い
て

学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て

日
本
一
短
い
手
紙
と
子
ど
も
新
聞
に
つ

い
て

ま
つ
ざ
わ
　
和
昌
　
議
員

（
自
　
民
）

一般質問

　

　

　
　
　
　
　
　
一 般 質 問

昨
年
10
月
26
日
朝
日
地
球
会
議
２
０
２

４
で
区
長
は
十
分
な
議
論
も
し
て
い
な

い
令
和
７
年
度
の
予
算
で
あ
る
朝
の
居

場
所
づ
く
り
、
朝
の
朝
食
支
援
を
公
表

し
た
。
ル
ー
ル
違
反
だ
。
協
力
金
お
よ

び
か
か
っ
た
費
用
の
金
額
は
。

「
子
育
て
・
教
育
で
選
ば
れ
る
し
な
が

わ
」
の
実
現
に
向
け
た
区
長
と
し
て
の

考
え
方
を
表
明
し
た
。
広
報
予
算
の
枠

内
か
ら

440
万
円
を
支
出
し
た
。

子
ど
も
を
養
育
す
る
家
庭
に
１
人
当
た

り
お
米
２
キ
ロ
、
約
33
ト
ン
配
布
す
る

お
米
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
見
直
し
を
。

社
会
情
勢
を
鑑
み
た
事
業
の
展
開
で
あ

る
べ
き
。

日
本
全
体
の
お
米
の
流
通
量
か
ら
見
れ

ば
極
め
て
小
規
模
で
あ
り
、
市
場
に
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
全
く
な
い
。

６
月
10
日
「
品
川
区　
部
長
級
３
割
が

パ
ワ
ハ
ラ
経
験　
職
員
対
象
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

事
実
は
。
パ
ワ
ハ
ラ
が
横
行
し
て
い
る

品
川
区
と
報
道
さ
れ
た
。
区
長
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
責
任
重
大
だ
。
第

三
者
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
。
議
会

や
区
民
に
対
策
を
含
め
報
告
す
べ
き
。

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
言

動
・
行
為
に
つ
い
て
、
職
層
ご
と
に
集

計
し
た
結
果
、

29.4
％
の
部
長
級
が
「
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
。
真
摯
に

受
け
止
め
る
。
現
行
の
体
制
で
適
切
に

運
用
す
る
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
実
施
主
体
で
あ
る
所
管
部
局
の
了
承

な
く
外
部
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に

遺
憾
で
あ
り
、
地
方
公
務
員
法
第
34
条

の
規
定
に
抵
触
す
る
も
の
と
し
て
、
区

と
し
て
厳
正
に
対
処
す
る
。

75
歳
以
上
の
高
齢
者
約
３
万
６
千

600
世

帯
に
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の

飲
料
水

175
万
６
千
本
配
布
。
警
視
庁
か

ら
宅
配
便
を
装
う
強
盗
に
注
意
が
さ
れ

て
い
る
。
強
制
的
に
押
し
つ
け
る
こ
と

は
無
駄
に
な
る
。

事
件
報
道
等
を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
越
し
で
の
対
応
も
行
う
。
ヘ
ル
パ
ー

や
民
生
委
員
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

熱
中
症
予
防
に
取
り
組
む
。

区
政
運
営
に
つ
い
て

庁
内
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

見
守
り
活
動
と
地
域
力
に
つ
い
て

西
　
本
　
た
か
子
　
議
員

（
無
所
属
）

一般質問

　

　

　
　
　
　
　
　
一 般 質 問

成
果
・
課
題
の
検
証
と
そ
の
視
点
は
？

相
談
業
務
や
関
係
機
関
連
携
等
の
所
内

点
検
を
行
い
、
業
務
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
随
時
図
る
。
開
設
３
年
目
の
節
目
に
、

第
三
者
評
価
の
受
審
、
検
証
を
実
施
。

品
川
区
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

ソ
ン
、
も
し
く
は
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ナ
ー
の
制
度
が
構
築
さ
れ
る
べ
き
。

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
は
子
ど
も
の

権
利
擁
護
に
寄
与
す
る
も
の
。
今
後
国

の
動
向
や
先
進
自
治
体
の
取
組
を
注
視
。

品
川
区
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例

を
、
子
ど
も
、
市
民
参
加
で
策
定
す
る

と
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
。

こ
ど
も
基
本
法
に
、
子
ど
も
施
策
の
基

本
理
念
や
地
方
公
共
団
体
、
国
民
の
責

務
な
ど
が
明
記
。
区
は
、
こ
の
法
律
に

基
づ
い
て
子
ど
も
施
策
を
着
実
に
推
進

す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
独

自
の
条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

不
適
切
指
導
の
相
談
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
機
能

の
ア
イ
シ
グ
ナ
ル
や
い
じ
め
ポ
ー
タ
ル

を
活
用
す
る
と
い
う
理
解
で
い
い
か
？

目
安
箱
と
ア
イ
シ
グ
ナ
ル
を
利
用
。

被
害
生
徒
の
人
権
を
守
る
区
長
部
局
の

相
談
窓
口
は
、
不
適
切
指
導
の
適
切
な

相
談
先
と
言
え
る
の
で
は
？

区
長
部
局
運
営
の
い
じ
め
相
談
窓
口
等

に
不
適
切
指
導
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ

っ
た
際
に
は
、
所
管
で
あ
る
教
育
委
員

会
と
情
報
共
有
し
、
適
切
に
対
応
。

事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て

こ
の
選
定
方
法
を
選
択
し
た
の
か
？

本
事
業
実
施
に
は
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
。
品

川
区
の
拠
点
運
営
法
人
へ
意
向
確
認
を

行
っ
た
と
こ
ろ
１
つ
の
法
人
か
ら
事
業

計
画
書
が
提
出
さ
れ
、
計
画
書
に
沿
っ

て
審
査
、
事
業
者
を
決
定
。

当
事
者
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
の
か
？

地
域
自
立
支
援
協
議
会
に
当
事
者
に
ご

参
加
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て

品
川
区
児
童
相
談
所
開
設
６
カ
月
時
点

で
の
検
証
に
つ
い
て

品
川
区
立
学
校
の
不
適
切
指
導
に
関
す

る
児
童
生
徒
へ
の
調
査
に
つ
い
て

品
川
区
に
お
け
る
精
神
障
が
い
者
の
相

談
支
援
に
つ
い
て

吉
　
田
　
ゆ
み
こ
　
議
員

（
無
所
属
）

一般質問



総務委員会

区民委員会
  

  
  

 
  

  

文教委員会
  

  
  

  
 
  

  

 

建設委員会

厚生委員会

災害・環境対策特別委員会

  
  

  
 
  

  

  
  

  
  

 
  

  

  

常任委員会の活動
4月～7月

４月から７月までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

特別委員会の活動
4月～7月

報告９件（都市ブランドデザイン等）について質疑
報告５件（キッチンカー活用事業の実施等）につ
いて質疑
議案審査２件
正副委員長互選
各所管の事務事業概要を確認
議案審査 12 件
請願審査１件
報告５件（専決処分の報告等）について質疑
議案審査１件
報告５件（東品川海上公園拡張整備工事請負契約
等）について質疑
特別区競馬組合（大井競馬場）を視察
陳情審査１件
報告４件（品川区入札監視等委員会の設置等）に
ついて質疑

４月15日
５月12日

５月27日

６月9日
６月30日

７月1日

７月28日

報告８件（病児保育実施施設の新規開設等）につ
いて質疑
報告５件（朝の児童の居場所確保事業試行実施等）
について質疑
議案審査１件
正副委員長互選
各所管の事務事業概要を確認
議案審査 11 件
陳情審査１件
報告２件（専決処分の報告等）について質疑
報告 10 件（品川区フリースクール等利用料助成金
等）について質疑
陳情審査１件
報告３件（子育て世帯へのお米支援プロジェクト
申請状況等）について質疑

４月15日

５月12日

５月27日

６月9日
６月30日

７月1日

７月28日

請願審査１件
報告４件（ＡＩオンデマンド交通の実証運行等）
について質疑
報告４件（みどりの実態調査の結果等）について
質疑
正副委員長互選
各所管の事務事業概要を確認
議案審査２件
請願・陳情審査４件
報告３件（西小山分室の閉鎖等）について質疑
報告７件（カーボンオフセット都市ガスの導入等）
について質疑
報告３件（公園における花火の使用等）について
質疑

４月15日

５月12日

５月27日
６月9日
６月30日

７月1日

７月28日
　

特定事件調査のまとめについて
①防災に関すること
②環境に関すること
報告３件（品川区防災ポータル・アプリの導入等）
について質疑
特定事件調査のまとめについて
①防災に関すること
②環境に関すること
報告１件（令和７年度　しながわゼロカーボンア
クション助成の受付開始）について質疑

４月17日

５月14日

陳情審査１件
報告６件（「品川区自殺対策計画中間改定」素案
に係るパブリックコメントの実施結果および同計
画の策定等）について質疑
報告４件（品川区健康危機対処計画（感染症編）
策定等）について質疑
議案審査１件
正副委員長互選
各所管の事務事業概要を確認
議案審査２件
請願・陳情審査３件
報告３件（令和６年度品川区障害福祉計画等実績
等）について質疑
陳情審査１件
報告１件（シルバー成年お祝い事業の実施）につ
いて質疑

４月15日

５月12日

５月27日

６月9日
６月30日

７月1日

７月28日

報告２件（なぎさ会館の現状と課題等）について
質疑
報告６件（品川歴史館リニューアル１周年記念企
画展「昭和 100 年 しながわめぐり｣等）につい
て質疑
議案審査１件
正副委員長互選
各所管の事務事業概要を確認
報告２件（区民保養所のあり方検討の開始等）に
ついて質疑
議案審査２件
陳情審査１件
報告３件（（仮称）八潮ジムの開設等）について
質疑
報告３件（窓口の利便性向上の取り組みと日曜開
庁の運用変更等）について質疑

４月15日

５月12日

５月27日

６月9日

６月30日

７月1日

７月28日

行財政改革特別委員会
４月16日

５月13日

「新庁舎等に関すること」をテーマに調査・研究
特定事件調査のまとめについて
①新庁舎等に関すること
②行政のデジタル化に関すること
③財源・事業の評価に関すること
④人材育成に関すること
報告１件（新庁舎整備に向けた実施設計概要等
の説明）について質疑
特定事件調査のまとめについて
①新庁舎等に関すること
②行政のデジタル化に関すること
③財源・事業の評価に関すること
④人材育成に関すること
報告２件（品川区ＤＸ推進基本方針の改定等）
について質疑

ＳＤＧｓ推進・
行財政改革特別委員会

５月27日
６月10日

７月2日
７月29日
　

子ども若者支援・
共生社会推進特別委員会

５月27日
６月10日

７月2日

７月29日
　

正副委員長互選
調査事項概要を確認
①幼稚園・保育園に関すること
②若者に関すること
③重層的支援体制に関すること

「幼稚園・保育園に関すること」をテーマに調査・
研究

「幼稚園・保育園に関すること」をテーマに調査・
研究
品川区立城南幼稚園を視察

まちづくり・
公共交通推進特別委員会

５月27日
６月11日

７月3日

７月30日
　

正副委員長互選
調査事項概要を確認
①新庁舎および大井町駅周辺地区に関すること
②八潮・勝島のまちづくりに関すること
③地域公共交通に関すること

「八潮・勝島のまちづくりに関すること」をテー
マに調査・研究
報告１件（新庁舎整備に向けた実施設計概要等
の説明の実施結果）について質疑

「新庁舎および大井町駅周辺地区に関すること」
をテーマに調査・研究
千代田区役所を視察

４月から７月までの委員会の主な活動
は次のとおりです。
なお、５月27日の第１回臨時会にて
「行財政改革特別委員会」および「災
害・環境対策特別委員会」が廃止さ
れ、同日新たに「ＳＤＧｓ推進・行財
政改革特別委員会」、「子ども若者支
援・共生社会推進特別委員会」および
「まちづくり・公共交通推進特別委員
会」が発足しました。

正副委員長互選
調査事項概要を確認
①ＳＤＧｓに関すること
②公共施設・公有地等に関すること
③行財政に関すること

「ＳＤＧｓに関すること」をテーマに調査・研究
「公共施設・公有地等に関すること」をテーマに
調査・研究
旧荏原第四中学校跡
地、アイルしながわ、
旧第一日野小学校跡
地を視察

アイルしながわ
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＊ 決算特別委員会の款別審査では、決算を分野ごとに審査します。最終日の総括質疑では、款別審査の内容等をふまえ、
総合的に質疑を行います。

＊ 本会議は区議会ホームページでインターネット生中継をしています。また、本会議終了後おおむね 1 週間後、決算特別委
員会の総括質疑は終了後おおむね 2 週間後にインターネット録画中継もご覧いただけます。

本会議・委員会の日程（予定）
令和７年第３回定例会本会議は９月 18 日から 10 月 23 日までの 36 日間の会期で開催される予定です。

会　議　名 開　催　日　時

本　会　議
  9月18日（木）午後  1時 
  9月19日（金）午前10時
10月23日（木）午後  1時

総　務

  9月22日（月）午前10時
  9月24日（水）午前10時

区　民

厚　生

建　設

文　教

議会運営委員会   9月17日（水）午前10時30分 
10月22日（水）午前10時30分

ＳＤＧｓ推進・
行財政改革

  9月25日（木）午前10時
子ども若者支援・
共生社会推進

まちづくり・
公共交通推進   9月26日(金）午前10時

款別審査
9月30日（火）・10月2日（木）・３日（金）
6日（月）・7日（火）・15日（水）

 
 

各日とも午前９時30分

総括質疑 10月20日(月）午前９時30分

（再放送）

（再放送）

　本会議の一般質問、決算特別委
員会の総括質疑の様子は、ケーブ
ルテレビ品川の「品川区民チャン
ネル」で放送予定です。
　放送予定日は以下のとおりです。

○放送予定日
・本会議（一般質問）
9 月 22日（月）～ 9 月 25日（木）

9 月 27 日（土）・ 9 月 28 日（日）

・決算特別委員会総括質疑
10 月 24 日（金）

10 月 26 日（日）

ケーブルテレビ
放送予定

区議会だよりに掲載する写真を募集しています

【応募資格】区内在住・在勤・在学の方
【募集作品】品川区内で撮影した写真（風景、人物、動物など）
【変更点】　従来は横長の写真を募集していましたが、縦長に

変更いたします。
 

※横長の写真も引き続き募集しますが、
採用の際トリミング等の加工をさせていただきます。

※応募規定など、詳細は区議会ホームページでの
ご案内をご覧ください。

 

区議会だよりは、
11名の区議会議員で構成する
「広報会議」が編集をしています

品川区議会　広報会議

　品川区議会では、「区議会だよりについて、より多くの方
にご興味を持っていただきたい」との思いから、表紙写真を
募集し、ご応募いただいた中から選ばれた１枚を表紙に掲載
しています。
　8月27日より、写真の募集規格を変更いたします。　品川区議会では、より多くの区民の

皆様に議会活動に親しみをもっていた
だけるよう、議会改革に取り組んでい
ます。
　その一環として、「読みやすい、親し
みやすい、わかりやすい」区議会だよ
りになるよう、検討を進め、さらに工
夫を重ねてまいります。
　今後ともどうぞよろしくお願いいた
します。
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